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安全上のご注意

このたびは東芝プログラマブルコントローラPROSEC T3/T3Hを お買い上げ頂き、誠にありがとうごさいま

す。

本書はPROSEC T3/T3Hで 使用する2チ ャンネルバルス入カモジュー)レ[P1312]の仕様、取り扱いや注意

事頂について説明しています。本モジュールをご使用の際は、跡ず本取扱説明書を熟読し、機器の知識、安全情

報、そして留意事項について習熟してから正しく使用してください。

【言告マークについて】

本書では、安全事頂ランクを 「注意」として区別してあります。

安全のために次のことは必ず守つてください

△注意
:取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷書や軽傷を受ける可能

性が想定される場合及び物的損害の発生が想定される場合。

なお △ 注 意 隔 調 し博 頂でも、糊 によって腫 大な線 陣 ∽ く可雛 があります。いずれも重

要な内容を記載していますので必ず守つてください。
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安全上のこ注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【取り付けについて】

△注意
1.取 扱説明書に記載の環境で使用してください。

高温、多湿、塵埃、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると慰電、火災、故障、誤動作の原

因となることがあります。

2.取 扱説明書に記載の取り付け方法に従つて取り付けてください。

指定方向以外の取り付け、または取り付けに不億がありますと、落下、火災、故障、誤動作の原因と

なることがあります。

3.モ ジュール、端子台の着脱は、必ず電源を切つた状態で行つてください。

慰電、誤動作、故障の原因となることがあります。

4.モ ジュールのベースユニットヘの装着はネジ止めされ、抜ける。ぐらつくということがないよう確実

に固定されていることを確認してください。

5.モ ジュールに電線くずなどの異物が入ることのないようにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

【配線について】

△注意
1.ケ ープルの配線は必ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

2.モ ジュー)レの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テーノC被 覆するなどして、導電部分が選出

しないようにしてください。また、端子台カバ
ーは脱落、破損のないように取り扱い、配線終了時に

は端子台カノヽ一を端子台に確実に取り付けてください。

導電部が露出していると感電の恐れがあります。

3.必 ず接地を行つてください。

援地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。

4.配 線作業は、資格のある専門家が行つてください。

配線を誤ると火災、故障、慰電の恐れがあります。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

△注意
1.不 バルス入カモジュールはT3Hも しくはT3専用ですので、必ずベースユニットに取り付けて使用し

てください。

又、モジュー)レ装着時正面左下の固定ネジ (FG端子)を 必ず締めてください。

単独での使用及び他の用途への使用はおやめください。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

2.通 電中はモジュール端子台カバーを財ず付けた状態で使用し、端子には絶対に触らないてください。

慰電の恐れがあります。

3.煙 が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないてください。

火災や慰電の原因となります。

このような場合は直ちに全ての電源を切り、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡してくだ

さい。

お雷様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないてください。

【保守について】

△注意
1.端 子台、配線ケーブルの着脱は、必ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つたままの状態で作業しますと、慰電の恐れがあり、また誤動作、故障の原因となることが

あります。

2.シ ステムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常点検、定期点検、清掃を実施

してください。

3.モ ジュー)レの分解、改造は絶対に行わないてください。

故障、誤動作により火奨、感電、ケガの恐れがあります。

4.1/0モ ジュー)レの交換は必ず電源を切つた状態で行つてください。

慰電、誤動作、故障の原因となることがあります。

やむをえず1/O活線着競機能を使用する場合は、作業の安全に十分注意してください。
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安全上のこ注意

本文中での使用マィクについて

【本文中でのマークについて】

次に示すワクは本書の中で必ず読んでいただきたい箇所についています。

ノヽルス入カモジュール [P1312]の取扱いや操作方法などで特に留意していただきたいことが書かれています。

必ずお読みください。

補足
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はじめに

はじめに

本書はPROSEC T3/T3Hで使用する2チャンネ)レ ルヽス入カモジュール [P1312]の仕様、取扱い方法等につ

いて説明した取扱説明書です。本モジュー)レをご使用の際は、本取扱説明書をお読みの上、正しくこ使用くださ

い。

本書は以下のようにご利用いただきますとより効果的です。

まず、第1章を読んでいただき、本モジュー)レをどのモードで使用するかを決めます。次に、第2章で選択し

たモードの詳細を読みます。ここで、説明されている各設定については、それぞれを説明している章をご覧くだ

さい。

ジヤンパ設定 ・…・・2-2章

1/0割付 ・……………4-1章

拡張メモリ ・……・・4-2章

割込み機能 ・……・・4-2-3章

外部配線については、第3壺をお読みください。なお、各入出力の電気特性については付録の6-2章を確認して

ください。また、配線上の注意については、3-3章をお読みください。

第5車にはサンプルプログラムを示し説明していますので参者にしてください。

そのほか、付録には仕様や設定モードの一覧表、READ/WRITE命 令の説明がありますので、必要に応じてご

参照ください。

なお、本取扱説明書のほかに、以下の説明書が準備されていますので、あわせてお読みください。

T3/T3H本体ハードウェア説明■

(UM―TS03・・・―」002) T3/T3Hの 基本部ハードウェアについて構成、仕様、取

付 ・配線方法、保守保全方法が説明されています。

T3/T3H本体機能崩明■

(UM…TS03母‐_」003) T3/T3HのCPUが 持つている機能とその使用方法、ユー

ザプログラムの作成に財要な情報について説明されてい

ます。

Tシ リーズ命令磨説明を くラダー、SFC何 〉

(UM―TS03母・・―」004) Tシリーズがサポートするプログラム言語のうち、ラダ

ーとSFCに ついて、各命令語の仕様詳細が説明されて

います。

一
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はじめに

Tシリームノログラマ操作説明` 入門綱

(UM―TS03争‥―」006) プログラマの起動からプログラムの作成、保督、モニタ

リングなどの基本的な操作手順が、例題に沿って説明さ

れています。

Tシリースノログラマ操作説明書 価局何

(UM―TS03母●骨_」007) プログラマの作成や保嘗、データの設定などのTシリー

ズプログラマのコマンド操作が、機能ことに説明されて

います。

Tシリーズコンピュータリンク機能説明書

(UM―TS03…争―」008) TシリーズのCPUが 内蔵しているコンピュータリンク機

能について仕様、取扱い方法が説明されています。

ご使用上の注意

●ユニットに実装される告々のモジュー)レの消費電流の総計が、電源モジュールの電源容量をオーノヽ

一しない範囲で実装枚数を決定して下さい。(パルス入カモジュールの消費電流は0.8A/枚  4

枚/ユ ニットが限界です。)
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1 モジュールの概要

要

■

日 モジュールの概要

1-1 概

Pi31 2は50kHzまでのパルスの計数が司能な2チャンネ)レ ルヽス入カモジュールです。P1312は内

部設定により次の9つのカウンタあるいはタイマとして動作させることができます。

・プログラマブル割込み発生タイマ

・オートリセットユニバーサルカウンタ

・アラーム付きゲートオンタイマ

・アラーム付きユニバーサルカウンタ

・アラーム付きスピードカウンタ

・スレープ同期カウンタ

・スレープカウンタ
・アラームゲート付き。バイパルスカウンタ

・プリセット・UP/DOWNカ ウンタ

各モードの選択は、T3/T3Hのプログラムでモードレジスタにノヽラメータを設定するだけで行え

ます。また、電源投入時はプリセット・UP/DOWNカ ウンタモードになつていますので、モード

を変更する場合はモードレジスタにご使用されるモードを設定してください。設定データと一致す

ると直ちに割込みプログラムを起動する割込み機能や比較出力機能を利用することができます。

設定モードと入カパルスの形態が一致しない場合、動作は保証されませんのでモード設定は

正しく行ってください。モードレジスタは読み出し可能ですので。モード設定後は読み出して

確認されることをおすすめいたします。

(1)プ ログラマブル』込み発生タイマ

内部基準パルスをカウントし、定同期割込みを発生させることができます。内部基準パルス

の周波数は、1/2/10/20/100/200kHzの いずれかが選択できますので、割込み同期は

0,005msecから16777.215secの範囲で任意に設定できます。カウント値は設定値1に達する

と0クリアされ、この時割込みを発生します。外部パルスを使用する場合には、(2)のオートリ

セットユニバーサルカウンタを使用します。

設定値1

カウント値
(内部基準パルス)

0

t

設定値1

内部基準パルス周波数(HZ)

割込み

t=

- 1 -



1 モジュールの概要

(2)オ ートリセットユニバーサルカウンタ

外部入カパルスをカウントし、設定値1に達すると、割り込みが発生します。外部入カバル

スの周波数が一定のとき、定同期割り込みを発生するタイマとして使用できます。割込み同期

は外部バスルのカウント値の1から16777215の範囲で任意に設定できます。設定値1に達する

とカウント値は0クリアされます。内部基準パルスを使用するときは、(1)のプログラマブル割

り込み発生タイマを使用します。

設定値1

カウント値

割込み

(3)ア ラーム付きゲートオンタイマ

外部入カパスルのパルス幅 (ON時 間)を 測定し、カウント値が設定値1に達すると割込み

を発生させるタイマです。測定には内部基準バルスを使用します。

外部入カパルス

カウント値

割込み
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1 モジュールの概要

(4)ア ラーム付きユニバーサルカウンタ

外部パルスをカウントし、設定値1に達すると割込みを発生させるカウンタです。(1)のオー

トリセットユニバーサルカウンタとは異なり、割込み発生後もカウントを継続します。カウン

ト値が16777215を赳えると0からカウントを再開し、設定値1に達すると再度割込みを発生さ

せます。割込み発生ごとに設定値1を変更することもできます。

16,777,215

設定値1

カウント値

割込み

アラーム付きスピードカウンタ
ー定の同期 (サンプリング同期0.01秒/0.1秒)で外部パルス値をホールドレジスタに転送

するカウンタです。また、カウント値が設定値1に達すると割込みを発生させます。

カウント値

割込み

-3-
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1 モジュールの概要

(6)ス レープロ期カウンタ

外部パルス入力で動作中のオートリセットユニバーサルカウンタ (マスタカウンタ)の 割込

み発生同期を、内部基準パルスで計測するタイマ (スレープカウンタ)で す。マスタカウンタ

が設定値1に達したときに、そのスレーブカウンタの値をホー)レドレジスタに保存し、カウン

ト値を0クリアします。

マスタカウンタが割込みを発生させたとき、あるいはスレープカウンタのカウント値が設定値

1に達したとき、T3/T3月に割込みを要求します。外部パルスの周波数の測定にも利用できます。

設定値1(CH.1)

マスタカウント値

割込み(CH.1)

設定値1(CH.2)

スレープカウント値

割込み(CH.2)

キ ホールド値

(7)ス レープカウンタ

外部パルス入力で動作するオートリセットユニバーサルカウンタ (マスタカウンタ)の 割込

み発生同期を、もうひとつの外部パルスでカウントするカウンタ (スレープカウンタ)で す。

周波数の異なる2つのパルスを相対的に利用するときに便利です。マスタカウンタが設定値1に

達した時、またはスレープカウンタが設定値1に達した時、T3/T3Hに割込みを要求します。

設定値1(CH.1)

マスタカウント値

割込み(CH.1)

設定値1(CH.2)

スレープカウント値

割込み(CH.2)

-4-

Ⅲ ホー)レド値



1 モジュールの概要

(8)ア ラームゲート付き′ヽイパJレスカウンタ

90虚位相差パルスによつてUPカウント、DOWNカ ウントを行うUP/DOWNカ ウンタです。

UPカ ウントし設定値1になつたとき、あるいはDOWNカ ウントし設定値2になつたとき割込み

を発生させます。カウント値が設定値1(上限)以 上の時または設定値2(下 限)以 下の時、出

力を保持する比較出力も利用できます。

16,777,215

カウント値

設定値1(上 限)

設定値2(下 限)

0

割込み

UP/DOWN検 出 90度
そ】卜J← 90虚

① A 相

B相

A相 のパルスがB相のパルスより90虚

進みのときは力B算 (UPカウント)し ます。

A相のパルスがB相のパルスより90度
遅れのときは滅爵 (DOWNカ ウント)し ます。

(9)プ リセット・UP/DOWNカ ウンタ

2つの外部パルス入力によりUPカ ウントまたはDOWNカ ウントするUP/DOWNカ ウンタで

す。UPカ ウントし設定値1になつたときあるいはDOWNカ ウントし設定値2になつたとき、割

込みを発生させます。カウント値が設定値1(上 限)以 上のとき、あるいは設定値2(下 限)以

下の時、出力を保持する陀較出力も利用できます。

UP/ヽルス (A相)

DOWNパ ルス (B相)

カウント値

| | | | | | | | | | | | | |

16,777,215

設定値1(上 限)

設定値2(下 限)

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

… 90暦言

割込み
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1 モジュールの概要

1-2 缶部の名称と機能

動作表示LED

(A/B/EXT/S1/S2/C)

パルス入力端子台

(A相/B相 /M相 /C相 /EXT)

とし較出力端子台

(S1/S2)

対ＢＡ
ｒ
ＣＨ

ｌ

Ｌ
Si S2  G

CH A  B  EXT
2

Si S2  G

PULSE IN

中
」
‐
い
い
ド
い
中
叶
‥
ＣＨ ６‐２
一

一
中
一
‐
中
Ｗ
叶
」
中
」
」
中
帥
　
　

Ａ‐２

一
　

Ａ５‐
一
　

Ｂｌ２
Ｂ５
．
　

Ｇ‐２
ＧＰ
一

Ｈ

Ｇ５‐
ＭＰ
一
　

Ｍ‐２
Ｍ５
一
　

・
ＥＸＴ

」
　

ＳＰ

Ｃ

２
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1 モジューJレの概要

(1)動 作表示LED

チヤンネルごとに6つのLEDで モジュールの動作状態を表示します。

Ａ A相 にパルスが入力されたとき点灯 中1

Ｂ B相 にパルスが入力されたとき点灯

G コマンドレジスタのソフトゲートビット(G)がONで 、G相にパルスが入力

されたとき点灯

EXT 外部リミット入力がONの とき点灯

Ｓ とヒ較出力1がON(カ ウント値>設 定値1)の とき点灯 +2

２Ｓ 比較出力2がON(カ ウント値<設定値2)の とき点灯 Ⅲ2

Ⅲl スピードカウンタ時は内部基準パルスで点灯

Ⅲ2 コマンドレジスタのOEビ ットが1のとき

(2)パ ルス入力蛸子台

外部パルスを入力する端子合です。CHlと CH2の 2チャンネル用意されています。

AP/A12′A51 A相 入力

BP/B12/B5 B相 入力

GP/G12/G51 C相 入力

MP/M12/M5 M相 入力
―t∋q「/十EXT 外部リミット入力

(3)比 較出力館子台

比較出力がONの とき出力 (シンク出力)す る端子台です。

Ｓ カウント値>設定値1でON(CHl)キ 1
２Ｓ カウント値<設定値2でON(CHl)Ⅲ l

Ｓ２ カウント値>設定値1でON(CH2)中 1

2S2 カウント値<設 定値2でON(CH2)キ 1

24Vdcl■) 比較出力用外部電源(DC24V)(十 )側に接続

24Vdc(一) 比較出力用外部電源(DC24V)(― )側に接続

キ1 コマンドレジスタのOEビ ットが1のとき
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2 モード捜定

2 モード設定
2-1 モードの設定と動作

2-1-1 プログラマブル酎込み発生タイマ

(1)モ ード設定 (H:16造表現)

●拡張メモリ

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

●コマンドレジスタ

Gビット 1(使 用する)

にビット 1(使 用する)

OEビ ット0(使 用しない)

出カレジスタ

VWn+1

モード

0091H lkHZ通 常

00AlH 10kHZ通 常

00BlH 100kHz通 常

00DlH lkHz遅副言(2kHz)

00El H 10kHz逓 倍(20kHz)

00Fl H 100kHz遁 副言(200kHz)

●SLAVEジ ャンパ投定口2)

●入力端子

A相 使用不可

B相 使用不可

M相 使用不可

G相 ゲート入力として使用

EXT 使用しない

ジヤンパ|ショート(ON=CH.2マスタ指定) (出荷時設定)

メモリアドレス

CH.l    CH.2

32(20H)  33(21H)

CH.l    CH.2

2(2H)-3(3H)10(OAH)-11(OBH)

4(4H)-5(5H)12(OCH)-13(ODH)
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2 モード設定

(2)動   作

PIモジュー)レの内部基準パルスをカウントし、定同期割込みを発生させることができます。

内部基準パルスはlkHz、10kHzまたは100kHZから選択できます。また逓部モ
ードを選択す

ると周波数が2倍になります。

内部基準パルスを設定値1の値に達するまでカウントし、設定値1の値に達した時点でカウン

トをクリアし、割込みを発生させます。割込み機能を使用するときはコマンドレジスタのIEピ

ットをONに します。

割込み同期は次の試で表されます。

通常モード 逓倍モード

設定値1 設定値1

内部基準パルス(HZ) 内部基準パルス(HZ)×2

設定値の範囲は1～16777215(FFFFFFH)ですので、割込み同期の設定範囲は次のようにな

ります。

内部基準パルヌモード畿定単位 畿定範囲

lkHz 通  岸 lmS lmS～ 16777.215S

逓  僧 0,5mS 0.5mS～ 8388,6075S

10kHz 通 常 0.lmS 0.lmS～ 1677.7215S

逓 悟 0.05mS 0.05mS～838.86075S

100kHz 通 常 0.01mS 0.01mS～ 167.77215S

逓 倍 0,005mS 0.005mS～83.886075S

ゲート入力はソフトゲート(G)と外部ゲート(G相)のAND条 件になつています。
一方のゲー

トをONに してから他方をONに すると、カウント値を0クリアして動作を開始します。またど

ちらかをOFFに するとそのときのカウント値をホ
ールドレジスタに転送し、カウントは続行

します。

B相、M相 はハード的に入力が禁止されています。(入カパルスを無視します)外 部リミッ

ト(EXT)端子は使用しないてください。割り込みの信号の解除は、割り込みフラグを読む込む

ことにより行われます。

割込み発生同期を短くしすぎますと、T3/T3H本体CPUの 動作が不能になります。本体の動

作を考慮しながら適当な値を設定してください。(推奨値 !10mS以 上)

〓〓
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2 モード設定

(3)プ ログラマプル酎込み発生タイマの動作

外部八カゲート

コマンドbに

(G′IE)

内部基準パルス

(lk/10k/100kHZ)

設定値1

カウント値

割込み

―ルドレジスタに転送

卜  |
(注)外 部入カゲートはC相に入力、
外部入カパルスはOFFと します。

(内部基準パルスX2)・ ・逓倍時

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
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2 モード設定

(4)プ ログラム例

CH.1を内部パルス10kHz通常モード.割 込同期50mSと して

CH.2を内部パルスlkHZ通常モード.割 込同期800mSと して

プログラマブル割込み発生タイマを使用する場合のモード設定プログラムと割込プログラ

ム例を示します。

メインプログラム

00161 MOV D0010]モ 00145 MOV D001

80032 MOV R口850H 00002 MOV

0000000500 DMOV D0013・D00121 B0002 MOV R口0501 00002 MOV

0000000800 DMOV D0015・D0014]モ 00010 MOV R口050]モ 00002 MOV

ch l、2モードセット。

モードレジスタアドレスと転

送ワード数セット。

PIヘモード書込み。

Ch.1設定値 1をセット。

PIへ密込み。

ch 2設定値 1をセット.

Piへ書込み。

ROがOFF→ ONで コマンドレ
ジスタのG、 にビットをセッ
トし、割込許可を行う。

PIのコマンドレジスタヘ出力。

割込みプログラム

読を

の

の

し

ＰＩ

ＰＩ

出
　
ヽ
―
―
―
―
―
―
ジ
　
　
、
‐
１
１
１
１
１
ノ

80016 MOV R口86C〕モ 00001 MOV RWa61]モX,000 READ  R口060   →

1/0  (01)
R0080

R0100
ト
   チヤンネル1に対する処理プログラム

R0001

R0100
ト
   チャンネル2に対する処理プログラム
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2 モード出定

2-1-2 オー トリセットユニメヽ―サルカウンタ

(1)モ ード設定 (H:16造表現)

●拡張メモリ

モード

0081H 通常

00ClH 逓倍

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

●コマンドレジスタ

Gビット 1(使 用する)

にビット 1(使 用する)

OEビ ット 0(使 用しない)

出カレジスタ

YWn+1

●SLAVEジ ャバン捜定口2)

●入力端子

A相 使用する

相Ｂ 使用不可

M相 使用不可

G相 ゲート入力として使用

粥 使用しない

ジヤンパ |ショート(ON=CH.2マ スタ指定) (出荷時設定)

メモリアドレス

CH.l    CH2

32(20H)  33(21H)

CH.l    CH.2

2(2H)-3(3H)10(OAH)-11(OBH)

4(4H)-5(5H)12(OCH)-13(ODH)
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2 モード設定

(2)動   作

外部パ)レスをカウントし、設定値1の値に達すると、カウントをリセットし、割込みを発生

させます。

入力が外部パルスというだけで、プログラマブル割込み発生タイマと同じです。

入カパルスはA相 に入力します。B相、M相へはハード的に入力が禁止されています。(入力

ノヽルスを無視します。)

ゲート入力はソフトゲート(G)と外部ゲート (G相)の AND条 件になつています。
一方のゲ

ートをONに してから他方をONに すると、カウント値を0クリアして動作を開始します。また

どちらかをOFFに するとそのときのカウント値をホールドレジスタに転送し、カウントは続

行します。動作チャートの例ではソフトゲート(G)をONに してから外部ゲート (G相)を ON

にしています。

B相、M相 はハード的に入力が禁止されています。(入カパルスを無視します)

外部リミット(EXT)端子は使用しません。

割り込み信号の解除は、割り込みフラグを読み込むことにより行われます。

(3)オ ートリセットユニバーサルカウンタの動作

コマンドb忙

(GHE)

外部入カゲート

外部入カパルス

設定値1

カウント値

割込み

ドレジスタ
に転送

外部入カパルスは…A相 に入力
外部入カゲートは…G相 に入力

割込発生許可 (AND条 件)
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2 モード設定

(4)プ ログラム例

CH.1を外部パルス通常入力、設定値を4000として、CH.2を外部パルス逓倍入力、設定値を

120000としてオートリセットユニバーサルカウンタを使用する場合のモード設定プログラム

と割込プログラム例を示します。

メインプログラム

R0000

EE協 樹

00129 MOV D00101 00193 MOV D001 ch 12モードセット。

モードレジスタアドレスと転

送ワード数セット。

Plヘモード選込み。

Ch l設定値 1をセット。

PIへ書込み。

ch 2設定値 1をセット。

Plへ甚込み。

ROがOFF→ ONで コマンドレ
ジスタのG、 にビットをセッ
トし、割込許可を行う。

Plのコマンドレジスタヘ出力。

00032 MOV R叫058X 00002 MOV

WRITE RW050   →

0000004000 BMOV D0013・D3012■E 00002 MOV ヨロ050X 00002 MOV R口05

WRITE R口050   →

0000120000 DMOV D0015,D00141 00010 HOV R口85E][ 00002 MOV

WRITE RW050   →

割込みプログラム

00016 MOV RW0601 00001 MOV Rい861]{X口000 READ  R口060   →

1/0  (01)
R0000

R0100
引 卜

チヤンネル1に対する処理プログラム

チヤンネル2に対する処理プログラム

Ｒ０００．十ＲＯ・００十

Plの割込フラグを読出し。

PIのステータスレジスタを読

出し。
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2 モード設定

2-1-3 アラーム付きゲートオンタイマ

(1)モ ード設定(H:16造表現)

●拡張メモリ

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

●コマンドレジスタ

モード

001l H lkHz通常

0021H 10kHZ通 常

0031H 100kHz通 常

0051H lkHz週副言(2kHz)

0061H 10kHzttE4吉(20kHz)

0071H 100kHz増引吉(200kHz)

●SLAVEジ ャンパ捜定口2)

●入力端子

A相 使用不可

B相 使用不可

M相 使用不可

G相 被測定パルス

EXT 使用しない

ジヤンパ |ショート(ON=CH.2マスタ指定) (出荷時設定)

メモリアドレス

CH.l    CH.2

32(20H)  33(21H)

CH.l    CH.2

2(2H)-3(3H)10(OAH)-11(OBH)

4“H)-5(5H)12(OCH)…13(ODH)

出カレジスタ

YVVn+1

Gビット 1(使 用する)

IEビット 1(使 用する)

OEビ ット必要により使用
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2 モード設定

( 2 ) 動 作

ゲート入力(C相)に加えられたパルスのパルス幅(ON時間)を測定します。

このときソフトゲート(G)はONで あることが必要です。また、カウント値が設定値に達す

ると割込みを発生させます。

ノヽルス幅は内部基準パルスを使用して測定します。内部基準パルスは1/10/100kHZです。

逓信モードを選択した場合は周波数は2倍となります。

ノヽルス幅は次の式で表されます。

通常モード 逓信モード

ti               t=

カウント値の範囲は1～16777215(FFFFFFH)ですので、被測定パルスの幅の測定範囲は次

のようになります。

内部基準パルスモード設定単位 設定範囲

lkHz 通 常 lmS lmS～ 16777.215S

逓 憎 0.5mS 0.5mS～ 8388.6075S

10kHz 通  岸 0.lmS 0.lmS～ 1677.7215S

逓 健 0,05mS 0.05mS～838.86075S

100kHz 瞳 需 0.01mS 0.01mS～167.77215S

腫 倍 0.005mS 0.005mS～83,886075S

また設定値1の範囲も1～16777215ですので、割込み同期も上記の範囲になります。

B相 、M相 へはハード的に入力が禁止されています。

外部リミット入力(EXT)端子は使用しないて下さい。

割り込み信号の解除は、割り込みフラグを読み込むことにより行われます。

割込み発生同期を短くしすぎますと、T3/T3月本体CPUの 動作が不能になります。

本体の動作を者慮しながら適当な値を設定してください。(推奨値 :10mS以上)
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2 モード設定

(3)ア ラーム付きゲートオンタイマのコ作

コマンドb忙

(C,IE)

外部入カゲート(G相)
(被測定パルス)

カウント値

設定値1

(アラーム値)0

ホールド値

割込み

割り込み発生許可

(AND条 件)

ゲートパルス幅 (ゲートON時 間)it

t‐
鵡  ( H a
(内部基準パルスX2)… 逓倍時
外部入カパルスOFFと し外部入カゲートはC相に入力します。

(4)プ ログラム硯

CH.1を内部パルス10kHz通常モード、設定値を200000として、アラーム付ゲートオンタイ

マを使用する場合のモード設定とカウントホールド値読出しのプログラムを示します。

メインプログラム

00038 MOV ch lモードセット。

モードレジスタアドレスと転

送ワード数セット。

Plヘモード書込み。

ch l設定値 1をセット。

PIへ書込み。

ROがOFF→ ONで コマンドレ
ジスタのC、 にビットをセッ
トし、割込許可を行う。

Plのステータスレジスタ読出

しとコマンドレジスタ書込み。

外部入カゲートがOFFに なつ

たときカウントホールド値を

読出す

00032 MOV R口050][ 80002 MOV

口RITE R研050   ・

0000200000 BMOV D8013,D00121t 00002 HOV RW058X 00002 MOV

WRITE R口050   →

EE糖 ;樹
1/0  (02)
80000 X0003~~r堀
告;告
6鑑
瑞∬
0:岡
子品
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2 モード設定

2-1-4 アラーム付きユニアヽ―サルカウンタ

(1)モ ード設定(H:16進表現)

●拡張メモリ

モード

0001H 通常

0041H 逓倍

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

●コマンドレジスタ

Gビット 1(使 用する)

IEビット 1(使 用する)

OEピ ット財要により使用

出カレジスタ

YWn+1

eSLAVEジ ャンバ設定口2)

●入力端子

A相 外部パルス入力

B相 使用不可

M相 使用不可

G相 ゲート入力として使用

EXT 使用しない

ジヤンパ |ショート (ON=CH.2マ スタ指定) (出荷時設定)

メモリアドレス

CH。l    CH.2

32(20H)   33(21H)

CH.l    CH.2

2(2H)-3(3H)10(OAH)…11(OBH)

4(4H)…5(5H)12(OCH)-13(ODH)
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2 モード設定

( 2 ) 動 作

カウント値が設定値1に達する毎に割込みを発生させます。ただし、カウントは続行します。

コマンドレジスタのソフトゲート(G)とゲート入力(C相)がともにONな つたとき、カウンタ

を0クリアし、カウントを開始します。どちらかの信号がOFFに なると、そのときのカウント

値をホー)レドレジスタに転送します。カウントは0～16777215を繰り返し実行します。

カウント値が設定値1の値に達した時点で割込みが発生します。

設定値1は割込みが発生する都度変更することができます。動作例では1から6まで順次設定

値を変更しています。

入カパルスはA相 に入力し、ゲート入力はC相 に入力します。B相、M相 へはハ
ード的に入

力が禁止されています。

外部リミット(EXT)端子は使用しないてください。

割り込み信号の解除は、割り込みフラグを読み込むことにより行われます。

(3)ア ラーム付きユニバーサルカウンタの動作

一  割込発生許可(AND条 件)

コマンドビット

(G41E)

外部ゲート入力

外部入カパルス

カウント値

ホールド値

書」込み

(注)・ 1～61ま設定値1を示し、その値を順次変蔓した例を示します
・外部入カパルスは…A相 に入力

外部入カゲートは…G相 に入力

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |
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2 モード捜定

(4)プ ログラム例

CH.1を外部パルス逓倍入力、設定値1(初 期値)を 10000としてアラーム付ユニバーサルカ

ウンタを使用する場合のモード設定プログラムと、割込プログラムにおいて、処理の最後に設

定値1変更を行うプログラム例を示します。

メインプログラム

00032 MOV R口050]モ 00001 MOV R口05

Ch lモードセット。

モードレジスタアドレスと転

送ワード数セット。

PIヘモード書込み。

Ch.1設定値1をセット。

PIへ書込み。

ROがOFF→ ONで コマンドレ
ジスタのG、にビットをセッ
トし、割込許可を行う。

PIのコマンドレジスタヘ出力。

WRITE RW050

0000010000 DMOV D0013・D3912〕[ 00002 MOV RW05C][ 00002 MOV

12 WRITE R口050   ・

割込みプログラム

〕 Plの割込フラグを読出し。
Plのステータスレジスタを読

出し。

Chlの 割込でない時は

ジャンプ。

PIへ新しい設定値 1を密

込む。

80016 MOV R口06C〕モ 00001 MOV

チヤンネル1に対する処理プログラム R8100

設定値1データ

0181・D0100 DMOV D001

00002 MOV R口050X 88002 MOV

0012 WRITE RW050   →

-23-



2 モード出定

2‐1-5 アラーム付きスピードカウンタ

(1)モ ード設定(H:16進表現)

●拡張メモリ

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

●コマンドレジスタ

Gビット 1(使 用する)

にビット 1(使 用する)

OEビ ット必要により使用

出カレジスタ

YWn+1

モード

000DH 0.lS通常

0005H 0.01S通常

004DH 0,lS逓倍

Ｈ５４００ 0.01S逓倍

●SLAVEジ ャンパ設定口2)

●入力端子

A相 外部パルス入力

B相 使用不可

M相 使用不可

G相 使用しない

EXT 使用しない

ジヤンパ |ショート(ON=CH.2マ スタ指定) (出荷時設定)

メモリアドレス

CH.l    CH.2

32(20H)  33(21H)

CH。l    CH,2

2(2H)-3(3H)10(OAH)-11(OBH)

4(4H)-5(5H)12(OCH)-13(ODH)
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2 モード設定

( 2 ) 動 作

サンプリング同期ごとのカウント値をホールドレジスタに転送します。カウント値が設定値

1に達すると、その時点で割込みを発生させます。

サンプリング同期Tは0.01Sまたは0。lSです。外部ゲ
ート入力(G相)はOFF、 ソフトゲ

ート

(G.IE)はONと します。ソフトゲ
ートをONに することによりこのモードは動作します。

入カパルスはA相 に入力します。B相、M相へはハ
ード的に入力が禁止されています。

外部リミット(EXT)端子は使用しません。

割り込み信号の解除は、割り込みフラグを読み込むことにより行われます。

(3)ア ラーム付きスピードカウンタの動作

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |
外部入カパルス

サンプリング同期

設定値1

カウント値

0

ホールド値

割込み

T:サンプリング同期(T=0,01S Or 0 1S)
A～G:ホールド値
外部ゲート入力=OFF

ソフトゲート(G,に)=ON
IE=OFFで PIから割込は発生しません。
外部入カバルスはA相に入力
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2 モード捜定

(4)プ ログラム例

CH.2をサンプリング同期0.1秒、設定値1を1500、PIからの割込を禁止してアラーム付スピ

ードカウンタを使用する場合のモード設定プログラムと、定同期割込プログラムでホールド値

を読み出すプログラム例を示します。

メインプログラム

00033 MOV R'050][ 00001 MOV

0000001500 BMOV D0013・D00121 00010 MOV R口050X 00002 MOV

ch 2モードセット。

モードレジスタアドレスと転

送ワード数セット。

PIヘモード書込み。

ch 2設定値1をセット。

PIへ書込み。

ROがOFF‐ ONで コマンドレジ

スタのGビ ットをセットし、モ
ードを動作させる。

PIのコマンドレジスタヘ出力。

割込みプログラム

コ

　

　

ー

ch 2カウントホールド値

を読出す。

処理プログラム。

処理プログラム
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2 モード設定

2-1-6 スレープ同期カウンタ

(1)モ ード設定 (H:16進表現)

I          CH・1           1

●拡張メモリ

メモリアドレス :32(20H)

モード

0081川 通常

00ClH 逓倍

メモリアドレス :2(2H)～5(5H)

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

●コマンドレジスタ

●SLAVEジ ャンパ設定口2)

| ュ三ス子粉 タ

i          CH.2          1

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

ジヤンパ |オ
ープン(OFF=CH.2スレージ指定)

A相 使用しない

B相 使用不可

M相 使用不可

G相 使用しない

EXT 使用しない

スレープ同期カウンタ

メモリアドレス :33(21H)

モード

001l H lkHz通 常

0021H 10kHz週巨:者

0031H 100kHz通 常

0051H lkHz逓 倍

0061H 10kHzttEl苫

0071H 100kHz逓 倍

メモリアドレス :10(OAH)～ 13(ODH)

出カレジスタVWn+1

Gピット 1(使 用する)

にビット 1(使 用する)

OEビ ット 0(使 用しない)

出カレジスタYWn+1

Gビット 0(使 用しない)

IEビット 1(使 用する)

OEビ ット必要によって使用する

●入力端子

A相 外部パルス入力

B相 使用不可

M相 使用不可

G相 ゲート入力として使用

EXT 使用しない
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2 モード設定

(2)動   作

スレープ同期カウンタは、マスタカウンタの割込み同期を測定することができます。また、

このことから逆にマスタのカウンタに加えられている入カパルスの周波数を■ll定するのにも利

用できます。

スレープカウンタ(CH.2)はオートリセットユニバ
ーサルカウンタ(CH.1)をマスタとし、こ

のユニバーサルカウンタのゲート信号 ・比較条件に同期した動作をします。マスタのゲート条

件が許可でカウントリセットとなります。マスタのゲート許可中に、スレープカウントが設定

値1に達したとき割込みを発生します。マスタ割込みとスレープ割込みはT3/T3Hに対してOR

で入力されます。

マスタのカウント値がマスタの設定値1に達したとき、スレープではカウント値をホールド

レジスタに転送し、カウント値を0にします。

マスタのゲート禁止状態、すなわちソフトゲート(C)または外部入カゲート(G相)のいずれか

がOFFに なつたとき、それぞれのカウント値をそれぞれのホールドレジスタに転送します。

スレープ同期カウンタは内部基準パルスをカウントします。外部入カパルスを使用するときは

次頂のスレープカウンタを使用してください。

B相、M相 へはハード的に入力が禁止されています。

外部リミット(EXT)端子は使用しないてください。

マスタの入力周波数は次の式で求めることができます。ただし、スレープカウンタでオーノヽ

一フローが発生した場合は補正が必要ですのでオーバーフローしない条件でご使用ください。

マスタ入力周波数(Hz)=会
舗ド

A:マ スタ側の設定値1(オ ートリセット値)

fi内部基準パルス周波数

SH:ス レープ側ホールド値

内部基準パルスは1～16777215ですので、オーンヽ一フローがなければ次の範囲で周波数測定

ができます。

内部基準パルヌ モード設定単位 設定範囲

lkHz 通  岸 lmS lmS～ 16777.215S

逓  僧 0,5mS 0.5mS～ 8388.6075S

10kHz 通 常 0,lmS 0。lmS～ 1677.7215S

逓  僧 0.05mS 0.05mS～838.86075S

100kHz 通 常 0.01mS 0.01 mS～ 167.77215S

逓 僧 0.005mS 0.005mS～83,886075S

割込み発生同期を短くしすぎますと、T3/T3H本体CPUの 動作が不能になります。

本体の動作を考慮しながら適当な値を設定してください。(推奨値 :10mS以 上)
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2 モード設定

(3)ス レープロ期カウンタの動作

くマスタ側(CH.1)>

マスタグート条件

設定値1

マスタカウント
(オートリセット
ユニバーサルカウンタ)

マスタホー)レド値

マスタ割込み

くスレープ(CH.2)>

設定値1

スレープカウント
(内部基準パルス)

スレープホールド値

スレージ割込み

オーブヽ一フロー

(16777215)

住内部基準パルス周波数、

SHス レープホールド値

A:マスタ設定値1(オ ートリセット値)

マスタ入力周波数(Hz)=尖単
1(オ ーバーフローを除く)

(注)・ マスタ割込みとスレーフ割込みはT3へOR条 件で出力します。

マスタゲート条件は、マスタのソフトゲート(C)と外部入カゲート

(G相)のAND条 件です。

割込発生許可

-31-



2 モード設定

(4)プ ログラム例

CH.1外部パルス通常入力、設定値1を30000、CH.2内 部基準パルス10kHz通常、設定値1を

2000としてスレープ同期カウンタを使用する場合のモード設定プログラムとCH.1(マ スタ)

割込でCH.2(ス レープ)ホ ールド値を読み出すプログラム例を示します。

メインプログラム

00129 MOV D00101 00033 MOV

00032 MOV RW050][ 00002 MOV ―ド数セット。

WRITE RW050   →
―ド書込み。

0000030000 BMOV D0013・D0012X 00002 MOV R甲050X 00002 MOV 1設定値 1をセット。

WRITE R口050   ・ Piへ書込み。

0000002000 mOv D8015・D0014]モ 00010 MOV Rい0501 00002 MOV 2設定値 1をセット。

口RITE RW050   ・ 込み。

夕にデータをセット。

ンドレジスタヘ出力。

割込みプログラム

00016 MOV R口0601 00001 MOV

〕 Plの割込フラグを読出し。

Ch lの割込でない時はジヤン

〕ch 2ホールド値読出し。

READ  R口060   →

00014 MOV R口862■E 00002 MOV

READ  R口862   ・

R0100
J ト

処理プログラム
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2 モード捜定

2-1-7 ス レープカウンタ

(1)モ ード設定(H:16進表現)

i          
CH・1 
          1

●拡張メモリ

メモリアドレス :32(20H)

モード

0081H 通常

00ClH 逓倍

メモリアドレス :2(2H)～5(5H)

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

●コマンドレジスタ

OSLAVEジ ャンバ設定(J2)

●入力端子

A相 外部パルス入力

B相 使用不可

M相 使用不可

G相 ゲート入力として使用

EXT 使用しない

| ュピ宍ユ協 じ夕  |

I          
CH.2 
         1

設定値1 使用する

設定値2 使用しない

ジヤンパ |オープン(OFF=CH.2スレープ指定)

相Ａ 外部パルス入力

B相 使用不可

M相 使用不可

G相 使用しない

EXT 使用しない

スレープカウンタ

メモリアドレス :33(21H)

モード

0001H 通常

0041H 逓倍

メモリアドレス :10(OAH)～ 13(ODH)

出カレジスタYWn+1

Gビット 1(使 用する)

にビット 1(使 用する)

OEビ ット 0(使 用しない)

出カレジスタYWn+1

Gビット 0(使 用しない)

にビット 1(使 用する)

OEビ ット財要によつて使用する
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2 モード設定

(2)動   作

スレープカウンタはマスタ (CH,1)の 割込みに同期してスレ
ープ側チヤンネル (CH.2)の

外部入カパルスをカウントし、ホ
ールドします。従つて、マスタチヤンネルを基準にバルス速

度比 (周波数陀)な どの相対的な測定を行う場合に利用できます。このとき、マスタはオ
ート

リセット・ユニバーサルカウンタとして動作させます。

パルス速度比は次のようになります。

ノヽルス速度上ヒ=MHi SH

MHiマ スタ側の設定値1

SH:ス レープ側のホールドレジスタの内容

(オーブヽ―フロー時は除く)

マスタのゲート条件が許可でカウントリセットとなります。マスタのゲ
ート許可中に、スレ

ープカウンタが設定値1に達したとき割込みを発生します。マスタ割込みとスレ
ープ割込みは

T3にたいしてORて 入力されます。マスタのカウント値が設定値1に達したとき、スレ
ープで

はカウント値をホー)レドレジスタに転送し、カウント値を01こします。

マスタのゲート禁止状態、すなわちソフトゲート(C)または外部ゲ
ート入力 (G相)の いず

れかがOFFに なつたとき、それぞれのカウンタはそれぞれのホ
ールドレジスタにカウント値

を転送します。

スレープカウンタは外部入カパルス (A相)を カウントします。

8相、M相 へはハード的に入力が禁止されています。

外部リミット(EXT)端子は使用しないでください。

割り込み信号の解除は、割り込みフラグを読みだすことにより行われます。
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2 モード設定

(3)ス レープカウンタの動作

〈マスタ側(CHl)〉

マスタゲート条件

設定値1

マスタカウント
(オートリセット
ユニノヽ一サルカウンタ)0

マスタホールド値

マスタ割込み

くスレープ側 (CH.2)〉

スレープカウント

(外部入カパルス)

スレープホールド値
 0

スレージ割込み
MHマ スタ設定値1
SHス レープホー)レド値
ノヽルス速度比=MHSH(オ ーブヽ一フローを除く)
(注)・ マスタ割込みとスレープ割込はT3へOR条 件で出力します。
・マスタゲート条件は、マスタのソフトゲート(G)と外部入力、

ゲート (G相)の AND条 件です。

(16777215)
オー/ 一ヽフロー
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2 モード捜定

(4)プ ログラム例

CH.1外 部パルス通常入力、設定値1を50000、CH.2外 部パルス通常入力、設定値1を50000

としてスレープカウンタを使用する場合のモード設定プログラムとCH.1(マ スタ)割 込で

CH.2(ス レーブ)ホ ールド値を読み出すプログラム例を示します。

メインプログラム

00129 MOV D001E][ 00001 MOV

80032 MOV R口0501 00002 MOV

0000050008 DtraV D0013・D88123rE 00002 MOV R口0501 00002 MOV

ch l、2モードセット。

モードレジスタアドレスと転

送ワード数セット。

PIヘモード書込み。

ch l設定値 1をセット。

PIへ書込み。

ch 2設定値 1をセット。

Plへ書込み。

ROが OFF→ ONで コマンドレジ

スタにデータをセット。

Plのコマンドレジスタヘ出力。

割込みプログラム

00816 MOV R口06B1 00001 MOV

〕 Plの割込フラグを読出し。

C h  lの割込でない時はジャン

〕 ch 2ホールド値読出し。

READ  R口060   →

00014 MOV R,062][ 00002 MOV

READ  RW062   ・

処理プログラム
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2 モード設定

2-1-8 アラームゲート付き 。バイバルスカウンタ

(1)モ ード設定(H:16造表現)

●拡張メモリ

モード
Ｈ２０００
通常

0042H 逓倍

設定値1 使用する

設定値2 使用する

●コマンドレジスタ

Gビット 1(使 用する)

IEビット 1(使 用する)

OEビ ット必要により使用

メモリアドレス

CH,l    CH.2

32(20H)  33(21H)

CH.l    CH.2

2(2H)-3(3H)10(OAH)-11(OBH)

4(4H)-5(5H)12(OCH)-13(ODH)

出カレジスタ

測 n+1

●SLAVEジ ャンパ設定口2)

●入力端子

ジヤンパ |ショート(ON=CH.2マ スタ指定) (出荷時設定)

A相 バイパルス入力

B相 ノヽイパルス入力

M相 カウンタクリアに使用

G相 ゲート入力として使用

EXT カウンタクリアに使用
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2 モード設定

( 2 ) 動 作

90度位相差バルスを入力し、UP/DOWNカ ウントを行います。カウントがアラ
ーム値 (設

定値1/設定値2)に 達すると割込みを発生します。

カウント値のクリアには次の2つの方法があります。

1)ゲ ート入力があつたとき、すなわちソフトゲート(G)と外部ゲ
ート入力 (G相)が と

もにONに なつたとき。

2)外 部リミット入力(EXT)がONに なつてから、100mS以上経過後にM相 がONに なつ

たとき。M相へはパルスエンコーダからの原点信号を使用できます。

カウンタが動作するにはソフトゲート(G)と外部ゲ
ート入力 (G相)が ともにONに なる必要

があります。ソフトゲートまたは外部ゲート入力のいずれかが、あるいはともにOFFに なる

と、現在のカウント値をホールドレジスタに転送し、カウントは継続します。

比較出力は出力許司ビット(OE)がONに なつているときに、カウント値が設定値1より大き

くなると比較出力1がONに なり、カウント値が設定値2より小さくなると陀較出力2がONに な

ります。

(3)ア ラームゲート付きバイパルスカウンタの動作

割込発生許可 (AND条 件)

コマンド

(GHE)

ゲート入力 (G相)

カウント値

設定値1(上 限)

設定値2(下 限)

0

割込み

ステータスレジスタ
(UL)

(DL)

比較出力1(Sl)

比較出力2(S2)

A:UPカウントが入り上限と一致
B:DOWNカ ウントが入り下限と一致
C:DOWNカ ウントが入り下限と一致
D:UPカウントが入り上限と一致

(注)陀 較出力1と比較出力2は、OEビ ットがONの とき出力されます。
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2 モード設定

(4)プ ログラム例

CH.1外部パルス通常入力、設定値1を900000、設定値2を100000としてアラームゲート付き

バイパルスカウンタを使用する場合のモード設定プログラムと割込プログラム例を示します。

メインプログラム

80032 MOV RW050][ 00801 MOV

0800900000 DMOV D0013・D0012X 0008100000 DMOV

00002 MOV R研0501 00004 MOV

Ch lモードセット。

モードレジスタアドレスと転送

ワード数セット。

PIヘモード書込み。

Ch l設定値1、設定値2セット。

設定値アドレスと転送ワード数

セット。
PIへ書込み。

ROがOFF→ ONで コマンドレジ

スタにデータをセットし、割込

許可を行う。

PIのコマンドレジスタヘ出力。

割込みプログラム

08016 MOV R口068][ 00001 MOV R口06a■Dm000 READ  R口060   ・ Plの割込フラグを読出し。

自のステータスレジスタを読出し。

Ch lの割込てない時はジャンブ。

1/0  (01)
R0000

X0000

設定値1オーバーに対する処理プログラム

設定値2アンダーに対する処理プログラム

ト

X0001
ト
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2 モード設定

2-1-9 プリセット・UP/DOWNカ ウンタ

(1)モ ード設定 (H:16進表示)

●拡張メモリ

モード
Ｈ００００
通常

0040H 逓倍

設定値1 使用する

設定値2 使用する

●コマンドレジスタ

Gビット 1(使 用する)

にビット 1(使 用する)

OEビ ット必要により使用

●SLAVEジ ャンバ破定口2)

●入力端子

相Ａ UPパ ルス入力

相Ｂ DOWNパ ルス入力

M相 カウンタクリアに使用

G相 ゲート入力として使用

EXT カウンタクリアに使用

ジヤンパ |ショート(ON=CH,2マ スタ指定) (出荷時設定)

メモリアドレス

CH.l    CH.2

32(20H)  33(21H)

CH.l    CH.2

2(2H)-3(3H)10(OAH)-11(OBH)

4(4H)-5(5H)12(OCH)-13(ODH)

出カレジスタ

YttVn+1
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2 モード設定

( 2 ) 動 作

A相 からのパルス入力をUP(力 8算)、B相からのパルスをDOWN(滅 算)と してカウントし

ます。UP/ ルヽスとDOWNパ ルスが同時に入力された場合はカウントは行いません。カウント

がアラーム値 (設定値1/設 定値2)に 達すると割込みを発生します。

カウント値のクリアには次の2つの方法があります。

1)ゲ ート入力があつたとき、すなわちソフトゲート(G)と外部ゲート入力 (G相)が と

もにONに なつたとき。

2)外 部リミット入力(EXT)がONに なつてから、100mS以 上経過後にM相 がONに なつ

たとき。M相 へはパルスエンコーダからの原点信号を使用できます。

カウンタが動作するにはソフトゲート(G)と外部ゲート入力 (G相)が ともにONに なる必要

があります。ソフトゲートまたは外部ゲート入力のいずれかが、あるいはともにOFFに なる

と、現在のカウント値をホールドレジスタに転送し、カウントは継続します。

比較出力は出力許可ビット(OE)がONに なつているときに、カウント値が設定値1より大き

くなるととヒ較出力1がONに なり、カウント値が設定値2よりも小さくなると比較出力2がONに

なります。

(3)プ リセット・UP/DOWNカ ウンタの動作

コマンド
(GHE)

ゲート入力 (G相)

UPパ ルス  (A相)

DOWNバ ルス (B相)

カウント値

設定値1

設定値2

0

割込み

ステータスレジスタ (UL)

(DL)

比較出力1

比較出力2

|    | |  |↑DOWNカ ウントが入り下限と
一致|

野 ,が
入
?上
限と
下
致
_   |

Ｓ

Ｓ

(注)比 較出力1及び比較出力2はOEビ ットがONの とき出力

割込発生許可 (AND条 件)
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2 モード設定

(4)プ ログラム例

CH.1外 部パルス通常入力、設定値1を1000000、 設定値2を200000と してプリセット

UP/DOWNカ ウンタを使用する場合のモード設定プログラムと割込プログラム例を示します。

メインプログラム

80032 MOV R口050][ 00001 MOV

0001000000 DMOV D8013・D0012■E 0000200000 BMOV D3015・

00002 MOV R口058]屯 00004 MOV

ch iモードセット。

モードレジスタアドレスと転送

ワード数セット。

PIヘモード密込み。

Ch l設定値1、設定値2セット。

設定値アドレスと転送ワード数

セット。

Plへ書込み。

ROがOFF→ ONで コマンドレジ

スタにデータをセットし、割込

許司を行う。

PIのコマンドレジスタヘ出力。

割込みプログラム

00016 MOV RW060]モ 00001 MOV RW8613rDuB80 RBD  R口06口   → Plの割込フラグを読出し。

PIのステータスレジスタを読出し。

Ch。1の割込でない備はジヤンプ。

1/0(01)
R0000

X0000
卜

設定値1オーバーに対する処理プログラム

設定値2アンダーに対する処理プログラム

X008ユ
卜
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2 モード設定

2-2 ジャンパ設定

2‐2‐1 スレープ級定

モジュール内部のジヤンパによってスレープカウンタ指定ができます。

スレープカウンタ指定ができるのはチヤンネル2のみです。チヤンネル1は常時マスタカウンタと

して動作します。

動 作 ジヤンパ 設 定

チヤンネル2スレープカウンタ指定 ２Ｊ オープン (OFF)

チヤンネル2マスタカウンタ指定 ２Ｊ ショート(ON) 中

中:工場出荷時

2‐2‐2 シミュレーションモード設定

Jlでシミュレーションモードの設定ができます。

シミュレーションモードでは電源投入時のみイエシヤライズを行います (ノーマ)レモードでは電

源投入時と本体がRUN起 動時にイエシャライズを行います)。イニシヤライズではプリセット・

UP/DOWNカ ウンタの通常カウントモードとなります。カウント値、設定値、ホー)レド値はクリ

アされます。

動 作 ジヤンノヽ 設 定

ノーマルモード Ｊ ホＡ

シミュレーションモード Ｊ Ｂ

中 :工場出荷時
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2 モード設定

●ジャンパの配置と設定例

ジヤンパ設定をするときは、モジュー)レ横の空き部分からピンセットなどで作業してください。

B

A

B工 場出荷時設定
」1=A(ノ ーマルモード)
」2=シ ョート (ON=CH.2マスタ指定)

A

Ｊ‐

Ｊ

空き部分

ヽ

・ジヤンパ設定はモジュールをベースユニットから取りはずして行つてください。
・基板上の部品や端子には手を触れないように注憲してください。

-45-



3 モジュー'レの装おと配線

3 モジューJレの装おと配線

3-1 モジュールの装着

モジュー)レの装着は次の手順に従つて行つてください。

ロックレバー

２

３

４

スライドロツク

モジュー)レ上面のスライドロツクを後方にスライドさせロックレ

バーを解放します。

モジュー)レの下端をベースの下部レールに掛け、モジュール上面

のスライドロックを押してロックレノヽ一を持ち上げます。

モジュー)レの下端を支点とし、コネクタがかみ合うようにモジュ
ールをベースに取り付けます。

上面のロツクレノヽ―を放し、モジュー)レをベースにロックします。

さらにスライドロツクを手前にスライドさせロックレノヽ一を固定

します。

固定ネジを締め、モジュールを確実に固定してください。

モジュー)レの固定ネジは確実に締めてください。
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3 モジュー'レの装湾と配線

端子番号 鰐子名 麟子機能

1 A12

AP

A51

A相 入力 (12V定格)

A相 プラスコモン

A相 入力 (5V定格)

２

３

４ BP

B12

B5

B相プラスコモン

B相入力 (12V定槽)

B相入力 (5V定格)

５

６

７ G 1 2

GP

C51

G相 入力 (12V定格)

G相 プラスコモン

G相 入力 (5V定格)

８

９

０ MP

M12

M5

M相 プラスコモン

M相 入力 (12V定格)

M相 入力 (5V定格)２

３ ―EXT

十EXT

外部リミットコモン (―)

外部リミット入力 (十)４

５
SP 空き

６ SHiLED シールド
７ A12

AP

A51

A相 入力 (12V定格)

A相 プラスコモン

A相 入力 (5V定格)

８

９

０２ BP

B12

B5

B相プラスコモン

B相入力 (12V定格)

B相入力 (5V定格)

２

２２

３２ e 1 2

CP

C51

G相 入力 (12V定格)

G相 プラスコモン

G相 入力 (5V定格)

４２

５２

６２ MP

M12

M5

M相 プラスコモン

M相 入力 (12V定格)

M相 入力 (5V定格)

７２

８２

９２ ―EXT

十EXT

外部リミットコモン (一)

外部リミット入力 (十)０３

３
SP 空き

２３ SHILED シールド

３３ l S l

l S 2

>Sl(CH.1設 定値1)

<S2(CH.1設 定値2)４３

５３ 2Sl

2S2

>Sl(CH.2設 定値1)

<S2(CH.2設 定値2)６３

７３ 24Vdc(十 )

24Vdc(…)

DC24Vプ ラス

DC24Vコ モン８３

3-2 配線

3-2-1 端子配列

Ｃ

Ｈ

　

ｌ

AP

BP

35

CP

MP

G

M
M5-

一EXT

王

十EXT

SHILED

AP

BP

B5

GP

MP

M5

+EXT

SHILED

Ｃ

Ｈ

　

２

lSl(CH
lS2(CH.1)

2S2(CH
2S2(CH1 2)

24Vdc
24Vdc(一 )

1
２

２

５Ａ
３

４

B12
５

６

２

７

８

５Ｇ
９

０

２

２

３

４

ＰＳ

５

６

A12
７

８

５Ａ

９

０２

B12
２

２２

G12
３２

４２

５Ｇ
５２

６２

M12
７２

８２

対
Ｅ

９２

０３

SP

３

２３

３３

４３

２

５３

６３

＋

７３

８３
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3 モジューJレの装湾と配線

3-2-2 配線方法

躍員 r下
~~Tヽ

「

入

力

部

L

シー)レド付きツイストケープルを使用してください。

DC

5V/12V電源

DC24V電 源

(□は5/12/51のいずれかが使用できます。)

エンコーダA相   |

エンコーダB相

エンコーダM相

一 一 一 一 一 十 一 一 一 一

■

センサ
     |

近授スイッチ
  |

と_________一 一一一!

/24V電源

Ｆ

Ｉ

Ｌ

出
力
部

ＡＰ
一畑

|  ! × × | ! A E l

| 々ＰＢ

町
!_ 1_  _  |  I GP

r

|  々ＰＧ

| × × | | ∞ |
|
|

∞
MP

咆 1 -EXT 1充ＸＥ

l  i  X X  i  t +
Ｘヒ■

vと____北'_Fe

引ド
D

中
| 十 一 ―

| ~ ~ ~

∋
C12V/24V電

玉皇退Ｓ

Ｓ

ハ
＋

Ｘ
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3 モジューJレの装おと配線

3-2-3 回路構成

(1)パ ルス入力回路

(BP,MP,CP)

A51

(B12,M12,G12)

(2)外 部入力回路

+EXT

く参考〉

上記抵抗値

Rl=470オ ーム

R2=220オ ーム

R3=470オ ーム

R4=2.2Kオーム

R5=470オ ーム

(85,M5,G5D Rl
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3 モジュールの装おと配線

(3)比 較出力回路

上
下
‐

上
下
‐
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3 モジューJレの装たと配線

3-3 使用上の注意

3-3-1 設置掲所の環境

設置にあたつては、次のような場所は避けてください。

1)周 囲温度atO～55℃の範囲を赳える場所

2)相 対温度が20～90%の 範囲を赳える場所

3)急 激な温度変化により結露するような場所

4)許 容値を赳える振動が加わるような場所

5)許 容値を超える衝撃が加わるような場所

6)腐 食性ガス、可燃性ガスのある場所

7)じ ん埃、塩分、鉄分が多い場所

8)直 射日光が当たる場所

また、パルス入カモジュールを収納した盤の設置にあたつては、次の事頂に注意してください。

1)高 圧盤や動力盤とはできるだけ離してください。(200mm以上)

2)高 周波機器や設備のある時には、収納盤を確実に接地してください。

3)他 の盤とチャンネル ・ベースを共同するときには、他の盤や機器からの漏洩電流がないことを

確認してください。

補足

・耐振動

」iSC0911に準拠

・耐衝撃

」iSC0912に準拠

(16.7HZ 3mmp― p30分 )

(XYZ方 向 1003□ )
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3 モジュールの装おと配線

弱電系1/O 強電系1/O

弱電系1/O 強電系1/O

3-3-2 配線上の注意

1/Oモジュー)レを実装、配線する場合、以下の点にご注意ください。

弱電1言号用ダクト 強電信号周ダクト

弱電系!/0

DC入 カモジュール

アナログ入カモジュール

アナログ出カモジュール

バルス入カモジュール

位置決めモジュール

ASCIIモジュール

伝送モジュール

強電系1/0

AC入 カモジュール

DC出 カモジュー)レ

AC出 カモジュー)レ

接点出カモジュール

１

　

　

　

　

２

　

３

1/0モジュールの配置は、弱電系1/Oを左側に、強電系1/Oを右側に配置し、配線も分離するよ

うにしてください。

缶ユニットの間隔は、保守、通回のため100mm以 上とってください。

動力線、動力機器とは200mm以 上離すか、または鉄板でしゃへいしてください (鉄板は接地

すること)。
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4 レジスタ構成

レジスタ構成

このパルス入カモジュールの1/0割付はlX+Y2Wで すが、その他に64ワードのメモリがあります。

このメモリに対しては、特殊モジュー)レデータ入力(READ)命令または特殊モジュ
ールデータ出力

い′RITE)命令を使用してデータの読み書きを行います。

4-1 1/O割付

1/O割付はiX+Y2Wで す。1ワードロが入カレジスタ(XW)、2ワードロが出カレジスタKYW)とな

ります。

(1)XWレ ジスタ

XWレ ジスタは、PIモジュールの状態を示すステータスがセットされます。

XWn(ス テータス)

F         8

不定

DL

EXT

C

L
CHl側

設定値1オーノヽ

設定値2アンダー

E)年入力

ゲート入力

CH.2側

設定値1オーノヽ

設定値2アンダー

EXT入 力

ゲート入力

ＬＵ 設定値1オーバ

カウント値>設定値1の時、

カウント値≦設定値1の時、

設定値2アンダー

カウント値<設定値2の時、

カウント値≧設定値2の時、

EXT入力

外部リミット入力(EXT)がONの 時、
″
1"

ゲート入力

G相が入力されていて (ONに なつている)、かつコマンドレジスタ

(YWn+1)の ソフトゲート (G)が
'1"(ON)に

なつているときに
' 1 '

１

　

０

　

　

　

　

１

　

０

G EXT ＬＤ ＬＵ Ｇ EXT ＬＤ ＬＵ
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4 レジスタ構成

(2)YWレ ジスタ

YWレ ジスタはPlモジュールに対するコマンドをセットするレジスタです。

Y W n + 1 (コ マンド)

F          8 1   0

CHl損 」

ソフトゲート

割込み許可

比較出カイネープル

CH.2側

ソフトゲート

割込み許可

比較出カイネーブル

ソフトゲート………………カウンタの動作を許可します。

C相と同時に使用します。

割込み許可・………………・・割込み信号を許口します

比較出カイネーブル………比較出力Sl,S2の出力を許司します。

補足

・イ 1部分には0をセットしてください。

・各ビットは
"1"(セ
ット)で 許可、

″
0"(リ セット)で 禁止です。

Ｅ

に

Ｏ

/ ＥＯ Ｅ G ／ ＥＯ Ｅ Ｇ
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4 レジスタ構成

4-2 拡張メモリ

4-2‐1 メモリマップ

拡張メモリの割付けは次のようになつています。拡張メモリのデ
ータの書き込み/読 み出しは、

T3/T3Hラ ダー言語の特殊モジュールデータ入出力命令(READ/WRITE)で 行います。

特殊モジュールデータ入出力命令の詳細は5章プログラム例、6章付録READ命 令詳細、WRITE命

令詳細を参照してください。

拡張メモリ

アト軋/ス   「=…………………………………――――――

0 (  O H )

1 ( l H )

2 (  2 H )

3 (  3 H )

4 (  4 H )

5 (  5 H )

6 (  6 H )

7 (  7 H )

8 (  8 H )

9 (  9 H )

10(OAH)

11(OBH)

12(OCH)

13(ODH)

14(OEH)

15(OFH)

16(10H)

17(1lH)

7 - ―
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― … … … … …

0

24b忙 カウンタレジスタ

24b忙 上限比較レジスタ

24b止 下限比較レジスタ

24b忙 ホールドレジスタ

24b忙 カウントレジスタ

24b忙 上限比較レジスタ

24b忙 下限比較レジスタ

24b忙 ホールドレジスタ

割込みフラグ

CH.1

CH,2

31(lFH)

32(20H)

33(21H)

34(22H)

63(3FH)

補足

・ホールド値および割込みフラグは読み出し専用です。この2つのレジスタに対しては書き込
みはできませんので注意してください。その他のレジスタについては書き込み、読み出しと
も可能です。ただし、 陽麟灘餡鋼部についてはアクセス禁止です。
・割込フラグの ― 部分のデータは不定です。

一ル ド値 下位

カウント値 下位
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4 レジスタ構成

4o2-2 モードレジスタ

缶チャンネ)レのモードを設定します。

F  E  D C  B  A 9  8  7

CH.2はアドレス33です。

0

UB

BIUN

SPE

TIM

IPSELl

lPSEL2

TEIBI

AR

CH.1はアドレス32、

6  5  4   3  2   1

| | | | | | |

データ不定 L

電 称 機 能 ON OFF(0)

UB ユニポーラ/バ イボーラ選択 ユニポーフ ノヽイポーラ

BIUN バイパルス/UP DOWN選 択 バイノヽ)レス UP DOWN

SPE スピードカウンタ選択 スピードカウンタ ゲートモード

ＭＴ サンプリング同期選択 0。lS 0.01S

IPSELl 入カパルス選択 下の表を参照

IPSEL2

TEIBI カウンタモード選択 逓倍モード 通常モード

AR オートリセット選択 オートリセット 未選択

入カパルス lPSEL2 lPSELl

A相 よりの入力 OFF(0) OFF(0)

内部基準パルス lKHz OFF(0) ON

内部基準パルス 10KHz ON OFF(0)

内部基準パルス 100KHz ON ON(1)
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4 レジスタ構成

(1)モ ード概要

1)ユ ニポーラ/バ イポーラ選択(UB)

ユニポーラは片方向(UP)にのみカウントします。

バイポーラは双方向(UP/DOWN)に カウントします。

2)バ イパルス/UP DOWN選 択(BIUN)(バイポーラ選択した場合)

バイパルスカウンタ (90度位相差)を使用するときにセットします。

3)ス ピードカウンタ選択(SPE)

スピードカウンタを使用するときにセットします。

4)サ ンプリング同期選択(TIM)

スピードカウンタモードを使用するときに、そのサンプリング同期を選択します。同期は0.lS

または0,01Sのいずれかを選択できます。

5)入 カパルス選択(lPSEL1/IPSEL2)

カウンタがカウントするパルスが外部からのパルスか、または内部からのパルスかを選択しま

す。内部パルスの場合は1/10/100KHzの うちのいずれかを選択します。
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4 レジスタ構成

6)カ ウンタモード選択 (TEIBめ

逓倍モードか通常モードかを選択します。通常モ
ードではパルスの立ち上がりでカウントしま

す。逓信モードでは、ノヽイパルス以外の場合にはパルスの立ち上がりと立ち下がりの2回カウ

ントします。バイパルスの場合にはそれぞれパルスの立ち上がりと立ち下がりことにカウント

するので、4倍のカウント値を得ることができます。

バイパルス以外

通常モ

逓信モード

三F~十

一~1生

___王 「

~~~~立

__

通常モード

!(1)!

騨
逓倍モード

7)オ ートリセット選択(AR)

オートリセットモードを指定すると、カウンタが比較条件と一致した時、自動的にカウンタを

リセットし、再スタートします。

この指定ができるのは、次の2つのカウンタです。

・プログラマブル割込み発生タイマ

・オートリセットユニバーサルカウンタ

４

ノヽイバ)レス

逓倍モード

'(1)1(2)
(め
lm)IG)16)
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4 レジスタ構成

4-2-3 酎込み機能

各カウンタには割込み機能が準備されています。割込みは以下の条件が成立したときに発生しま

す。このときにコマンドレジスタ (YWn+1)の 割込み許可 (lE)をON(Ⅲ l")に しておく財要が

あります。

1)カ ウント値<設定値1の状態からUPカ ウントが入つて設定値1と一致した時

2)カ ウント値>設定値2の状態からDOWNカ ウントが入つて設定値2と一致した時

モジュールはlX+Y 2Wと して割り付けられます。すなわち、割込みモジュールとして割り付け

られます。

割込みが発生したときには、そのモジュールに対応した割込みプログラムが起動されます。そのプ

ログラムの中で割込みを解除し、それぞれの割込み要因に対して、ユーザプログラムで処理します。

割込み解除を行わない場合には次の割込みを受け付けることができません。割込みの解除は、PIモ

ジュールの割込みフラグを拡張メモリから読み出すことにより行えます。このとき、割込みフラグ

も同時に
″
0"に なりますので、r21要があれば保存しておいてください。また、割込み要因がチャ

ンネルに2つある場合にはステータスレジスタ(XWn)を読み出すことにより、UL、DLビ ットで確認

できます。

割込みフラグ

と~~=革 恵
~~~ノ
L生跳樹ヵ登多重曇岳卒|

・割込み機能を許可するには、G相入力がONで 、かつ、コマンドレジスタ (YWn+1)の ソフ

トゲード(G)がONに セットされていることさ聴要です。
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5 プログラム例

５ プログラム例
ここでは、いくつかのプログラム例を示します。パルス入カモジュールを基本ユニットのスロツト0に取り付

けます。このとき、1/OレジスタのXW000とYW001が割付けられ、割込みプログラムNo.1を割付けます。(1/O

カードの自動割付けを行なう。)

5-1 モードレジスタの設定

ノヽルス入カモジュー)レのチヤンネル1とチャンネル2を共にアラームゲート付きバイパルスカウン

タとして設定します。

モードレジスタは、拡張メモリアドレスの32(20H)にチャンネル1、33(21H)にチャンネ)レ2が対

応しています。

1行目

電源投入時に1スキャンONし ます。

アラーム付きノヽイパルスカウンタとして設定するために00002をDレ ジスタにセットします。

(モードレジスタにセットする値は0002Hです。)

2行目

拡張メモリの中のアドレス32と33にモードレジスタがあるので、先頭アドレス32をRW000

に、レジスタの数2をRW001に 設定します。

3行目

D0010か らのデータをRW000で 指定された拡張メモリアドレスからRW001で 示される1□数

分だけ、XW000で 始まるレジスタをもつたモジュールに書き込みます。

lllil;品培:群
告
!告
告:樹
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5 プログラム例

5-2 設定値1及び設定値2への設定

チヤンネル1の設定値1に5000、設定値2に100を設定します。拡張メモリアドレスは、それぞfb2

と3及び4と5になります。

1行目

電源投入時1回だけ実行するように、目線から立上がり微分バルス接点を使用し、設定値1

と設定値2にセットするための倍長データをD0010からの4レジスタにセットします。

2行目

拡張メモリアドレスの2番地からセットするために、2をRW000に 、4レジスタ分を書き込む

ので4をRW001に セットします。

3行目

D0010からのデータをRW000で 指定された拡張メモリアドレスからRW001で 示される個数

分をXW000で 始まるレジスタをもつたモジュールに書き込みます。

００５０００
抑
岬

喝中ｔ
ｌ

帥
ｍ
ｍ

カウント値のプリセット (初期データセット)も 、同様の方法で設定することができます。
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5 プログラム例

5-3 カウント値、設定値1、設定値2、ホールド値の読出し

チヤンネル1とチャンネル2のカウント値と設定値1、設定値2、ホールド値を読出し、D0020

以降にセットします。

1行目

読出す拡張メモリアドレスの先頭をRW0101こセットします。ここでは0です。

読出すレジスタ数は16個ですので16をRW0111こセットします。

2行目

XW000で 始まるレジスタをもつたモジュールからRW010で 示された拡張メモリアドレスか

らRW011で 示された1回数分のレジスタを読出しD0020か ら始まる16個のレジスタにセットし

ます。

すなわち、

チヤンネル1

チヤンネ)レ2

となります。

カウント値

設定値1

2

ホールド値

カウント値

設定値1

2

ホールド値

D0021・ D0020

D0023・ D0022

D0025・ D0024

D0027,D0026

D0029・ D0028

D0031・ D0030

D0033・ D0032

D0035。 D0034
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5 プログラム例

5-4 ステータスレジスタの読出し、コマンドレジスタのをき込み

コマンドレジスタに対して、以下の状態をセットします。

チヤンネル1 ソフトゲート(G)   ON

割込み許司(lE)       ON

比較出カイネーブル(OE)  OFF

チャンネル2 ソフトゲート(G)   ON

割込み許可GE)       ON

比較出カイネープル(OE)  OFF

同時にステータスレジスタを読出し、デ
ータレジスタにセットします。

コマンドレジスタにセットする値115(0073H)をYW001に セットします。

2行目

この時点でのデータのやりとりをモジュ
ールと行ないます。すなわち、YW001の 内容をモ

ジュールに書込み、モジュールからステータスをXW000に 読込みます。

3行日

牛
t告::5樹盟告告

1行目

コントロールレジスタOW001で データをセットします。このときYW001の 内容も書き替え

られます。

2行目

ステータスレジスタを読出しD0008ヘ セットします。このときXW000の 内容は変化しませ

ん。

湖
の

湖

姫

XW000の 内容をD0008へ 保存します。

補足

・1/O命令を使用しないてIW000(1)、OW001(0)を使用することもできますが、IW000を使用し

た場合には、XW000に内容が反映されませんので注意して下さい。また、IW/OWレ ジスタと
して使用する場合にXW/YWと して使用するときより実行時間が長くなりますので、プログラ
ム中で多数使用する場合には、1/O命令を使用することをおすすめします。
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5 プログラム例

5-5 割込みプログラム

割込みが発生すると、その割込みに対応した割込みプログラムが起動されます。割込みプログラ

ムの中では、割込みフラグを必ず読込みます。割込みフラグは拡張メモリのアドレスが16です。

1行目

拡張メモリアドレスの16をRW020に 、読出しサイズとして1をRW021に セットします。

2行目

割込みフラグをパルス入カモジュールから読出し、RW030に セットします。このとき割込

みフラグは0にリセットされます。R00300が ONの 場合、チャンネル1からの割込みです。

R00301がONの ときは、チャンネル2からの割込みです。同時に発生する場合もあります。

3行目

チヤンネルに上限陀較とか下限陀較がある場合には、それを判居」するために、ステータスレ

ジスタを読込みます。

割込みプログラム例

00016 MOV R口32C3モ 00001 MOV RW3243tW000 READ  R口020   →

1/0  (01)

チヤンネル1に対する処理プログラム

LBL (000)

チヤンネル2に対する処理プログラム

LBL く001)

補足

割込みプログラムの処理中は、その間、他の処理が実施されません。

割込みプログラムは極力短く作成してください。

帥
脚
①

００
　
００
　
灼

中
Ｐ
Ｔ

湖唖
　
２０

醐
　
甜
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6 付録

6 付録

6-1 仕様

頂  目 仕 様

チャンネル数 2チャンネル

1/O占有点数 iXttY 2Wと メモリ64ワード

カウンタ 24ビット ノヽイナリ(0～16777215)

最大入力周波数 DCヘ タ50KHz

カウンタ種別 UPカ ウンタ プログラマブル割込み発生タイマ

オートリセットユニバーサルカウンタ

アラーム付きゲートオンタイマ

アラーム付きユニバーサルカウンタ

アラーム付きスピードカウンタ

スレープ同期カウンタ

スレープカウンタ

UP/DOWN

カウンタ

AttUP、 BttDOWN、 M相 マーク
(原点入力)

12/24V外部入力(EXT)後、100ms以上経過してか

らマーク入力でカウンタリセット

ノヽイパルス

カウンタ

90度位相差入力 (A相、B相、M相マーク)

12/24V外部入力(EXT)後、100ms以上経過してか

らマーク入力でカウンタリセット

カウント値 通常カウント/逓 倍カウント切り換え

1カウント/2カウント (バイパルス以外)

1カウント/4カウント (バイパルス)

み込割 カウンタ現在値=設定値1(Sl)

カウンタ現在値=設定値2(S2)

(UP方 向)ま たは

(DOWN方 向)で 割込み発生

入力信号 電圧タイプ i5V±5%/12V± 5%(16mA)

比較一致出力 設定値1(Sl)くカウント値

設定値2(S2)>カ ウント値

でオープンコレクタ出力(24V、100mA)

設定 外部パルス/内 部パルス切り換え

内部基準パルス :lKHz/10KHz/100KHz切 り換え

スピードカウンタ/そ の他カウンタ切り換え

スピードカウンタのサンプリング同期 :0.lS/0.01S切り換え

ノヽイパルス/UP,DOWN切 り換え

通常カウント/逓 倍カウント切り換え

割込み禁止/許 可切り換え

シミュレーション/ノ ーマ)レ

アクセス時間 パルスサンプリング :2.5μS

最小パルス幅 ONレ ベ)レ10μS以 上、OFFレ ベ)レ10μS以 上

立上がり/立 下り時間 3μS以下
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6 付録

6-2 電気仕様

入力信号 仕 様

榔
斑

入力電圧 DC12V/DC5V

入力電流 16mA

ONレ ベル 9V以 上 (12V入力) 3.75V以上 (5V入力)

OFFレ ベ)レ 3V以 下 (12V入力) 1.25V以下 (5V入力)

EXT 入力電圧 DC12V/DC24V

入力電流 10mA(DC24V)

ONレ ベ)レ 9.6V以上

OFFレ ベ)レ 3.5V以下

出力僧暑 仕 様

とと較出力

Sl,S2

電圧 DC24V(DC10～ 30V)

電流 100mA(DC24V)

その他 仕 様

絶縁抵抗 入力端子―内部回路間 DC1000V 10MΩ

絶縁 入力端子一内部回路間 AC1500V l分間

最大消費電流 0.8A(DC5V)

重 量 500o
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6 付録

6-3 モード設定一覧

動作モード モードレジスタ設定値 SLAVEジ ャンパ

プログラマブル

割込み発生タイマ

通常 lKHz 0091H

ショート

10KHz 00AlH

100KHz 00BlH

逓倍 lKHz 00DlH

10KHz 00El H

100KHz 00Fl H

オートリセット

ユニバーサルカウンタ

通常 A相 0081H ショート

逓倍 00ClH

アラーム付きゲート

オンタイマ

通常 lKHz 001l H

ショート

10KHz 0021H

100KHz 0031H

逓倍 lKHz 0051H

10KHz 0061H

100KHz 0071H

アラーム付き

ユニバーサルカウンタ

通常 A相 0001H ショート

逓倍 0041H

アラーム付き

スピードカウンタ

通常 Ｓ０ 000DH ショート

0.01S Ｈ５０００

逓倍 Ｓ０ 004DH

0.01S 0045H

スレープ

同期カウンタ

通常 lKHz 001l H

オープン

10KHz 0021H

100KHz 0031H

逓倍 lKHz 0051H

10KHz 0061H

100KHz 0071H

スレープカウンタ 通常 0001H オープン

逓倍 0041H

アラームゲート付き

ノヽイパルスカウンタ

通常
Ｈ２０００ ショート

逓倍 0042H

プリセット

UP/DOWNカ ウンタ

通常 0000H ショート

逓倍 0040H
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6 付録

6-4 READ命 令詳細

条件入力

一  A READ B

実行出力

→ C ―

機能
・特殊モジュールの拡張メモリからユーザレジスタ

エリアにデータを転送します。

オペランド

入力 処理 出力 ERF

OFF 不実行 OFF

ON
実行 :正常時 ON

不実行 :エラー時
Ⅲ
2 ON ON

FUN 237特 殊モジュールデータ入力(READ

特殊モジュールからデータを読み込みます。 関連命令

特殊モジュールデータ出力

QげRITE)

デ ノヽ イ ス レ ジ ス タ INDEX 定
　

抑

修
　
飾ｐ 名称 Ｘ Ｙ Ｓ L Ｒ Ｚ Ｔ Ｃ | Ｏ 側 抑 細ILW卜hＷ Ｔ Ｃ Ｄ Ｆ Ｗ Э

| 」 Ｋ

Ａ スロット/レ ジスタ ○ Ｄ Э

Ｂ 転送ノヽラメータ ○ ○○ ○ Ｃ ○ ○ ○ ○

Ｃ
転送先

先頭レジスタ
○〇 ○ Ｃ ○ ○ ○ Э

プログラム例

動作
・a接点R0000が ONの 時、XW000に 対応する特殊モジュールの拡張メモリエリアのRW010で 示さ

れるアドレス(H0010)から、RW011で示されるワード分のデータを、D0100レジスタ以降のテー

ブルに転送します。(拡張メモリエリアのアドレスH0010から16ワード分)
・RW011に指定できる転送ワード数は最大256ワードです。
・RW011の ビット(F)をセットすると、特殊モジュールに対して割り込みを発生します。

拡張メモリエリア (XW000の特殊モジュール)

(ワードアドレス) F
H0000

H0010

H001F

H7FFF

1

|1巳

1':2-{X口000 READ  R口010   ・  D0188

1 1 6 W一 学 呂8 1 1 :臣
王 王 王 王 ヨ

RW010

RW011

RW011(F):特 殊モジュールに対する割込要求

スロット/レ ジスタを定数で使用するときは、次ベージの設定方法を参照してください。Cl)

…拡張メモリアドレス
…転送ワード数
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6 付録

判  スロット/レ ジスタの定数指定

スロット/レ ジスタを定数で指定するときは次の数値をセットします。

(ユニット番号)× 256+(ス ロット番号)

スロット番暑 (16進)

ユニット番号 (16進)

READ命 令では次の時、エラーとなります。(S0051をセット)

エラー時には転送は実行されません。

1.ス ロットNo./入出カアドレス指定オペランドが定数またはレジスタ指定以外。

2.指 定モジュールが活線着脱中 (脱中)。

3,指 定モジュールNOSYNC時 。

4.指 定モジュールが特殊X',Y′ ,X'十Y'以 外。

5.転 送ワード数が256ワードを赳えている。

6.拡 張メモリアドレスがH80000～ HFFFF

7.転 送元の指定が範囲外 (アドレス十サイズがオーバーした。)

8.転 送先の指定が範囲外 (アドレス十サイズがオーバーした。)

２

ユニット番号 1 6進

０ Ｈ００

1 01H

２ Ｈ２０

３ Ｈ３０

スロット番号 1 6達

０ Ｈ００

1 Ｈ０

２ Ｈ２０

３ 03H

４ Ｈ４０

５ Ｈ５０

６ Ｈ６０

７ 07H

８ Ｈ８０

９ Ｈ９０

０ OAH
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6 付録

6-5 WRITE命 令詳細

特殊モジュール

条件入力

―    [ A WRITE B

実行出力

→ C ―

機能

・ユーザレジスタの内容を特殊モジュールの拡張メ

モリエリアに転送します。

オペランド

入力 処理 出力 ERF

OFF 不実行 OFF

ON
実行 1正常時 ON

不実行 :エラー時
Ⅲ
2 ON ON

FUN 238特 殊モジュールデータ入力(WRITE)

関連命令

特殊モジュールデータ入力

(READ)

特殊モジュールにデータを出力します。

デ /  ヽ イ ス レ ジ ス タ INDEX 定
　
約

修

　
飾ｐＯ 名称 Ｘ Ｙ Ｓ L Ｒ Ｚ T C | Ｃ 料 判

Ｓ Ｄ
Ｒ
＝ Ｔ Ｃ Ｄ Ｆ | Ｋ

Ａ
転送元

先頭レジスタ
○ ○ Ｃ C Ｃ C

Ｂ 転送パラメータ ○ Ｃ ○ C Ｃ C ○

Ｃ スロット/レ ジスう ○ C ○

プログラム例

動作
・a接点R0000が ONの 時、D0100レジスタ以降のテープルからRW011で 示されるワ

ード分のデー

タをYW002に 対応する特殊モジュー)レのRW010で 示される拡張メモリエリアに転送します。(拡

張メモリエリアのアドレスH0010から16ワード分)
・RW011に 指定できる転送ワード数は最大256ワードです。
・RW011の ビツト(F)をセットすると、特殊モジュ

ールに対して割り込みを発生します。

拡張メモリエリア (YW002の 特殊モジュール)

|!型

11:旦―モDB100 口RITE RW010

呂:|十![三二三二三二王三二三二三二二]

H0000

- 
日881:

H7FFF

RW010

RW011

…拡張メモリア ドレス
…転送ワード数

RW011(F):特 殊モジュールに対する割込要求

スロット/レ ジスタを定数で使用するときは、次ページの設定方法を参照してください。(Ⅲl)
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6 付録

判  スロット/レ ジスタの定数指定

スロット/レ ジスタを定数で指定するときは次の数値をセットします。

(ユニット番号)X256+(ス ロット番号)

WRITE命 令では次の時、エラーとなります。(S0051をセット)

エラー時には転送は実行されません。

1.スロットNo./入出カアドレス指定オペランドが定数またはレジスタ指定以外。

2,指定モジュールが活線着脱中 (脱中)。

3.指定モジュールNOSYNC時 。

4.指定モジュールが特殊X′′Y'′ X′十Y′以外。

5.転送ワード数が256ワードを赳えている。

6.拡張メモリアドレスがHFFFF

7.転送元の指定が範囲外 (アドレス十サイズがオーノヽ一した。)

8.転送先の指定が範囲外 (アドレス十サイズがオーバーした。)

２

ユニット番暑 16進

０ Ｈ００

1 01月

２ Ｈ２０

３ Ｈ３０

スロット番号 1 6進

０ Ｈ００

1 01H
２ Ｈ２０

３ Ｈ３０

４ Ｈ４０

５ Ｈ５０

６ Ｈ６０

7 07H
８ 08H
９ Ｈ９０

０ OAH
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